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最高点は 95点 (1人)，平均点は 53.8点でした．簡単な解説をつけます．

[1] Poisson の和公式を使いますが，この関数は急減少ではないので，使えること
をきちんと確認する必要があります．

f̂(ξ) =
2

1 + ξ2
であり，f̂n(ξ) =

2n

(1 + ξ2)n
となります．これらはすべて L1 です．

また，
2n

(1 + ξ2)n
を 2回微分しても L1 であることがわかり，その Fourier 逆変換は

−x2fn(x) です．これが有界なので，
∑
k∈Z fn(x+ 2πk) は一様絶対収束します．ま

た，fn は連続で，
∑
k∈Z f̂(k) も絶対収束なので，Poisson の和公式が使えます．

すると， ∑

k∈Z

fn(2πk) =
1

2π

∑

k∈Z

2n

(1 + k2)n

となります．この右辺の無限和は，2n 以上，2nC 以下となります．(C は n によら
ない定数です．) よって，log をとって，n で割って極限を取ると，2π, C は無視で
きるので，答えは log 2 です．

[2] これも Poisson の和公式の応用です．f は急減少なので，f
( x

2πn

)
に対して

Poisson の和公式をつかうと，

∑

k∈Z

2πf
(
k

n

)
= 2πn

∑

k∈Z

f̂(2πnk)

となります．f̂(0) =
∫ ∞
−∞

f(x) dx なので，

∣∣∣∣
∫ ∞
−∞

f(x) dx− Sn
∣∣∣∣ =

∑

k 6=0

f̂(2πnk)

がわかります．問題の j は 2以上と仮定してかまいません．すると，f̂ も急減少であ
ることから，定数 aj が存在して，|f̂(2πnk)| ≤ aj

nj |k|j となります．
∑
k 6=0

aj
|k|j = Cj

とおけば結論が出ます．

[3] 定義通り計算すれば，
∑

n∈Z

δn になります．

[4]定義通り計算すれば，n > mのとき 0,それ以外の時は (−1)nm(m−1) · · · (m−
n+ 1)δ(m−n) となります．


